
－61－

最勝寺推定地出土瓦の再検討

《資料紹介》

最勝寺推定地出土瓦の再検討

上村　和直

１．はじめに

平安京及び周辺から出土した瓦類の研究は、今日まで徐々にではあるが着実に進められている。

ただ、既往の調査の中には、資料報告が十分でないものも多く、研究を進める上で支障となってい

る。このような資料に付いては、調査状況などを知りうるものが報告する事は研究上の責務と言え

よう。

最勝寺推定地出土瓦もその一つであり、六勝寺所用瓦の使用状況や平安時代の瓦を検討する上

で貴重な資料であるにもかかわらず、出土瓦類の一部しか報告されておらず、全容が明らかである

とは言い難い。

最勝寺推定地の発掘調査は、京都市岡崎グラウンド整備に伴うもので、1991年９月30日～1992

年９月17日に、京都市埋蔵文化財研究所が実施した。調査概要は、1995年に「最勝寺跡・岡崎遺

跡」『平成３年度 京都市埋蔵文化財調査概要』で報告された〔内田ほか1995〕。

本稿は、本資料の重要性に鑑み、軒瓦の基礎的な整理を行った上で、報告することを目的とし

た。

なお、資料再整理にあたっては、資料を保管されている京都市埋蔵文化財研究所に便宜をはかっ

て頂いた。また、調査所見・瓦類出土状況等については、丸川義広氏にご教示を受けた。記して

感謝致します。

２．検出遺構の概要

(１)検出遺構の概要〔図１、表１〕

調査地は推定最勝寺域の東部に位置し、南北道路(推定法勝寺西大路)を挟んで法勝寺域に接す

る。発掘調査では、平安時代後期の遺構と平安時代以降・以前の遺構を検出した。平安時代後期の

遺構には、調査区南辺(南区)で推定二条大路末路面(地業100)、その北側で大路北側溝(東西溝

16)と東西築地(地業111)がある。二条大路末路面の下層で東西溝35を検出した。これらの遺構の

北側では平安時代の遺構は全く確認していない。また、南西区では南北溝(南北溝130)を検出し

た。

その他、調査区全域で平安時代後期以降の瓦溜・東西溝群・南北溝群・撹乱を多数検出した。

遺構別の軒瓦出土数は、南区地業100から10点、南区東西溝16から331点、南区地業111関連遺

構から15点、南区東西溝35から17点出土した。

それ以外の遺構では、南区・北区の攪乱から92点、南区瓦溜から71点、南区平安時代整地層か
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ら37点、南区南部落込から24

点出土した。

以上のように、二条大路末

北築地側溝(東西溝16)出土軒

瓦数が最も多くて40％を占

め、他の平安時代の遺構から

の出土量は限定的である。

遺構別の軒瓦の出土数は、

表１の通りである。

３．出土瓦類の概要

調査で出土した瓦類は、遺

物整理箱52箱分である。 瓦類

の種類には、軒丸瓦・軒平瓦

などがある。軒瓦の出土点数

は、軒丸瓦374点・軒平瓦340

点、総数714点である。その他

の瓦の出土点数は、道具瓦１

点、丸瓦２点、平瓦１点、塼１

点である。

出土軒瓦の数量及び時期・

産地毎の内訳は表２に示した。個々の瓦類の詳細については、遺物観察表に掲載した〔表３・４〕。

４．軒瓦の分類

(１)軒丸瓦

軒丸瓦は、瓦当紋様から分類すると88種374点で、小片又は紋様が不明瞭なため型式が認定でき

ないものが83点ある。瓦当紋様は、蓮華紋・蓮華巴紋・巴紋・文字紋・唐草紋に大別できる。

蓮華紋は72種275点出土し、複弁蓮華紋・単弁蓮華紋・単復混合蓮華紋に大別でき、さらに、中

房･蓮弁･間弁の形状及び外区の有無などにより細分できる。複弁蓮華紋34種113点・単弁蓮華紋

34種136点・単復混合蓮華紋４種７点、その他の蓮華紋19点である。

蓮華巴紋は３種19点出土し、外区紋様の形状により細分できる

巴紋は11種67点出土し、巴の巻き込み方向により右巻き・左巻きに分かれ、巴紋の単位数、頭

部・尾部の接続方法、及び外区の有無などにより細分できる。

文字紋は１種１点出土した。唐草紋は１種１点出土した。

各種類毎の点数は、軒丸瓦112が24点、138が21点、175が15点、130が14点、115が11点、

図１　主要遺構配置図（内田ほか1995一部改変）
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表１　遺構別瓦類出土数量表
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149･167が10点、126・164が９点、137が８点、133・165が７点、170が６点、119・123・166・

178・187が５点とやや多いが、他は１種４点以下と少ない。

型式としては、大和産複弁蓮華紋軒丸瓦112が24点、備前産複弁蓮華紋軒丸瓦115～117が15点、

山城産復弁蓮華紋軒丸瓦126が９点、山城産単弁蓮華紋軒丸瓦130が14点、山城産単弁蓮華紋軒丸

瓦138～140が29点、播磨産複弁蓮華紋軒丸瓦149～151が12点、丹波産単弁蓮華紋軒丸瓦164・

165が16点、丹波産単弁蓮華紋軒丸瓦166・167が15点、山城産巴蓮華紋軒丸瓦174・175が17点

とまとまる。

(２)軒平瓦

軒平瓦は、瓦当紋様から分類すると60種340点で、小片又は紋様が不明瞭なため型式が認定でき

ないものが98点ある。瓦当紋様は、唐草紋･半裁花紋・剣頭紋･剣巴紋･連巴紋・幾何学紋・連珠

紋・文字紋に大別できる。

唐草紋は49種291点出土し、外行唐草紋･内行唐草紋･偏行唐草紋に分類できる。さらに、中心

紋の形・有無、唐草の形状及び外区の有無・形状などにより細分できる。外行唐草紋は41種225

点、内行唐草紋は３種７点、偏行唐草紋は４種17点、その他の唐草紋は42点出土した。

半裁花紋は２種５点出土し、花紋の形状によって細分できる。剣頭紋は２種19点出土し、陰刻で

形状により細分できる。剣巴紋は２種５点出土し、陽刻・陰刻で細分できる。連巴紋は４種12点出

土し、形状により細分できる。幾何学紋は１種３点出土した。連珠紋は１種１点出土した。文字紋

は１種１点出土した。

各種類毎の点数は、軒平瓦225が28点、229が25点、237が14点、204・206が13点、227が10

点、220が８点、211・222が７点、230・231・234・256が６点、207・233が５点とやや多いが、他

は１種４点以下と少ない。

型式としては、丹波産外行唐草紋軒平瓦203・204が16点、讃岐産外行唐草紋軒平瓦206～208が

22点、山城産唐草紋軒平瓦211が７点、山城産偏行唐草紋軒平瓦220が８点、丹波産外行唐草紋軒

平瓦225・226が30点、丹波産外行唐草紋軒平瓦227・228が12点、丹波産外行唐草紋軒平瓦229が

25点、丹波産外行唐草紋軒平瓦230・231が12点、丹波産外行唐草紋軒平瓦233～236が14点、丹

波産外行唐草紋軒平瓦237が14点とまとまる。

５．軒瓦の時期

軒瓦の時期は、瓦当紋様系譜や成形技法の特徴、及び同笵・同紋瓦の出土した遺跡の造営・再建

年代などから判断した。時期は、①平安時代前期～中期(９世紀～11世紀中葉)、②平安時代後期

初葉(11世紀後葉)、③平安時代後期前葉(11世紀～12世紀)、④平安時代後期中葉・後葉(12世

紀)、⑤鎌倉時代以降(13世紀以降)に分けられるが、時期が不明なものも少なくない。

(１)平安時代前期～中期(９世紀～11世紀中葉)

平安時代前期～中期(９世紀～11世紀中葉)と推定した軒瓦は、軒丸瓦２点出土した。

当該期の同笵・同紋瓦は、西寺・平安宮(1072年頃再建)・法勝寺金堂回廊下層(白河殿関係遺
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表２　軒瓦分類別出土表
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構、1075年以前)などで確認した。

(２)平安時代後期初葉(11世紀後葉) 

平安時代後期初葉(11世紀後葉)と推定した軒瓦は、軒丸瓦43点・軒平瓦20点、計63点出土し

た。

当該期の同笵・同紋瓦は、平安宮朝堂院(1072年頃再建)・平安宮真言院(1066年頃再建)・平安

宮会昌門(1072年頃再建)・法成寺(1065年再建)・円宗寺(1070年頃造営)・平等院(1076年供

養)・法勝寺金堂(1077年供養)・法勝寺阿弥陀堂(1077年供養)・法勝寺塔(1083年供養)・薬師

寺(1077～1081年再建)・興福寺(Ⅵ期、1078～1103年再建) などで確認した。

(３)平安時代後期前葉(11世紀後葉～12世紀) 

平安時代後期前葉(11世紀後葉～12世紀)と推定した軒瓦は、軒丸瓦22点・軒平瓦33点、計55

点出土した

当該期の同笵・同紋瓦は、平安宮内裏(1098年頃再建)・平安宮朝堂院(1072年頃再建)・広隆寺

(1165年再建)・法勝寺(1077年供養)・尊勝寺(1102年供養)などで確認した。

(４)平安時代後期中葉・後葉(12世紀) 

平安時代後期中葉・後葉(12世紀)と推定した軒瓦は、軒丸瓦289点・軒平瓦271点､計560点出

土した。

当該期の同笵・同紋瓦は、平安宮(1157年頃再建)・法勝寺(1077年供養)・尊勝寺(1102年供

養)・尊勝寺阿弥陀堂(1105年供養)・円勝寺(1126年供養)・成勝寺(1139年供養)・仁和寺(1120

年頃再建)・法金剛院(1129年供養)・東寺・醍醐栢杜堂(八角円堂、1155年供養)、興福寺(Ⅶ期、

1130～1180年再建)などで確認した。これらの瓦の時期を各寺院等の出土瓦と比較し、12世紀前

葉・中葉・後葉に特定できるものもあるが、現段階では詳細な時期は区分し難い。

(５)鎌倉時代以降(13世紀以降) 

鎌倉時代以降と推定した軒瓦は、軒丸瓦10点・軒平瓦11点､計21点出土した。

当該期の同笵・同紋瓦は、最勝光院(1228年再建)・亀山殿(1255年造営)などで確認した。

16世紀以降と推定した軒瓦は、軒丸瓦３点、軒平瓦４点、計７点出土した。

６．軒瓦の産地

出土軒瓦の生産地は､同笵瓦･同紋瓦の出土した生産遺跡･周辺遺跡､及び瓦当紋様系譜や成形

技法の特徴などから判断した。産地は、山城・播磨・丹波・大和・讃岐・河内・和泉・備前などと

推定できるが、産地が不明なものも少なくない。

(１)山城国

山城産と推定した軒瓦は、軒丸瓦197点・軒平瓦93点､計290点出土した｡

軒丸瓦102は森ヶ東瓦窯・池田瓦窯などで同紋瓦を確認した。軒丸瓦121・122・128・129・151

は栗栖野窯で同紋瓦を確認した｡軒平瓦211・220は栗栖野窯で同笵瓦を確認した｡軒丸瓦129、軒

平瓦211・251は南ノ庄田瓦窯で同紋瓦を確認した｡
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この他､瓦当紋様系譜･成形技法などから､軒丸瓦123～128・130～144・174・175・177～185・

187・188､軒平瓦201・202・212～219・221・250・252～258は山城産と推定した｡

(２)播磨国

播磨産と推定した軒瓦は、軒丸瓦41点・軒平瓦13点､計54点出土した｡

軒丸瓦103・106・153・154・157、軒平瓦223は神出窯で同紋瓦を確認した。軒丸瓦145～147・

152・158・159・161・186、軒平瓦223・224は林崎三本松窯で同紋瓦を確認した｡軒丸瓦154は久

留美平井窯、軒平瓦224は久留美柳谷窯で同紋瓦を確認した｡

この他､瓦当紋様系譜･成形技法などから､軒丸瓦104・105・148～151・155・156・160・176、

軒平瓦209・222は播磨産と推定した｡

(３)丹波国

丹波産と推定した軒瓦は、軒丸瓦35点・軒平瓦173点､計208点出土した｡

軒丸瓦164・166、軒平瓦225は出雲神社境内遺跡で同紋瓦を確認した｡軒平瓦205は篠三軒屋南

窯、軒平瓦226・227・228は篠窯で同紋瓦を確認した｡

この他､瓦当紋様系譜･成形技法などから､軒丸瓦162・163・165・167、軒平瓦203・204・229

～241は丹波産と推定した｡

(４)大和国

大和産と推定した軒瓦は、軒丸瓦39点・軒平瓦１点、計40点出土した｡

大和産と推定した軒瓦の生産窯は明らかでないが、瓦当紋様系譜･成形技法などから軒丸瓦107

～114・168、軒平瓦242・246は大和産と推定した。

(５)讃岐国

讃岐産と推定した軒瓦は、軒丸瓦２点・軒平瓦22点､計24点出土した｡

軒丸瓦120は北条池南岸窯・庄屋原窯、軒平瓦206は西村窯で同紋瓦を確認した｡

この他､瓦当紋様系譜･成形技法などから､軒平瓦207・208は讃岐産と推定した｡

(６)河内国

河内産と推定した軒瓦は、軒丸瓦１点出土した｡

軒丸瓦101は牧野阪瓦窯で同笵瓦を確認した。

(７)和泉国

和泉産と推定した軒瓦は、軒平瓦３点出土した｡

和泉産と推定した軒瓦の生産窯は明らかでないが、瓦当紋様系譜･成形技法などから軒平瓦

243・259・260は和泉産と推定した。

(８)備前国

備前産と推定した軒瓦は、軒丸瓦15点・軒平瓦５、計20点出土した｡

備前産と推定した軒瓦の生産窯は明らかでないが、瓦当紋様系譜･成形技法などから軒丸瓦115

～117、軒平瓦210・244・245は備前産と推定した。



－68－

上村　和直

７．軒瓦の分析

(１)平安時代後期初葉・前葉(11世紀後葉～12世紀)

平安時代後期初葉・前葉と推定した軒瓦は、軒丸瓦65点・軒平瓦53点、計118点で、全出土軒

瓦の17％を占める。

産地別の割合は､山城３点(３％ )、播磨７点(６％ )､丹波24点(20％ )､大和37点(31％ )､讃岐

24点(20％ )､備前17点(14％ )、不明６点である。大和産が約３割と最も多く、次いで丹波産・讃

岐産が約２割、備前が1.5割と続き、他の山城・播磨は少ない。

当該期の軒瓦の内、播磨産軒丸瓦103～105(神出窯丸2401型式・円勝寺ER001型式)・軒平瓦

209と、大和産軒丸瓦208・209(興福寺Ⅳ丸Ｅ型式)、111・112(興福寺Ⅳ丸Ａ型式)のグループが

まとまる。備前産軒丸瓦115～117と、丹波産軒平瓦203・204、讃岐産軒平瓦206～208のグルー

プがややまとまる。

(２)平安時代後期中葉・後葉(12世紀) 

平安時代後期中葉・後葉(12世紀)と推定した軒瓦は、軒丸瓦289点・軒平瓦271点、計560点

で、全出土軒瓦の78％を占める。

産地別の割合は､山城275点(49％ )、播磨47点(８％ )､丹波184点(33％ )､大和３点(0.5％ )､

和泉１点(0.2％ )､備前３点(0.5％ )、不明47点である。山城産が約５割を占め、続いて丹波産が

約３割、播磨が約１割、他の大和・和泉・備前は極少量である。

山城産軒瓦では、単弁蓮華紋軒丸瓦126(尊勝寺23Ａ型式)・130(尊勝寺63型式、円勝寺ER032

型式)、単弁蓮華紋軒丸瓦137～140(尊勝寺86型式) 、蓮華巴紋軒丸瓦174･175(尊勝寺101型式)

がまとまる。唐草紋軒平瓦211(尊勝寺174型式)がまとまる。

播磨産軒瓦では、播磨産複弁蓮華紋軒丸瓦149～151(円勝寺ER004型式)と、播磨産外行唐草紋

軒平瓦222(円勝寺ER113型式)がまとまる。

丹波産軒瓦では、単弁蓮華紋軒丸瓦164・165(尊勝寺65型式・円勝寺ER030型式)・166・

167(円勝寺ER029型式)がまとまる。外行唐草紋軒平瓦225・226(円勝寺ER117型式)、227・

228(円勝寺ER118型式)、229(円勝寺ER108型式) 、230・231(円勝寺ER123型式)がまとまる。

(３)鎌倉時代以降(13世紀以降)

鎌倉時代以降と推定した軒瓦は、軒丸瓦10点・軒平瓦11点、計21点で、全出土軒瓦の３％を占

める。山城産が11点で、他は産地不明である。

(４)平安時代後期前葉軒瓦の出土状況

最勝寺推定地の南側に位置する円勝寺推定地第１次調査で出土した軒瓦は、その一部が法勝寺

域で出土した軒瓦と共通する。さらに法成寺・平等院と共通するものもある。また、丹波系軒瓦・

南都系軒瓦は、紋様系譜などから考え、円勝寺が造営・供養された大治元年(1126)～大治5年

(1130)より以前のものも含まれると理解できる。

以上のことから、上原真人は、円勝寺推定地出土軒瓦の一部については、法勝寺で不要となった
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瓦を荒廃していた円勝寺域東端に廃棄したと想定され、法勝寺所用瓦であると判断された〔上原

1987〕。

最勝寺推定地で出土した軒瓦の中には、最勝寺創建よりも以前と推定できる平安時代後期前葉

の軒瓦が約17％含まれる。これらの瓦は、法勝寺金堂・阿弥陀堂・塔・園池などで出土した軒瓦と

同笵・同紋関係が確認でき、法勝寺隣接地以外の白河地域ではほとんど見られない。このことか

ら、当調査地出土の平安時代後期前葉についても、円勝寺域出土瓦と同様の状況である可能性が高

い。

さらに、当地域の発掘調査では二条大路末より北側の地域では平安時代の遺構は確認されてお

らず、瓦溜が多く見られことから考え、瓦の投棄場所となっていた状況が伺える。

次に最勝寺推定地と円勝寺推定地出土の平安時代後期前葉の瓦を比較しておく。円勝寺推定地

の軒瓦全体の出土数量は、軒丸瓦195点・軒平瓦125点で、計320点である。この内、当該期の軒

瓦は、軒丸瓦44点・軒平瓦16点、計60点で、全体の19％を占める。産地別の割合は､山城４点

(７％ )、播磨15点(25％ )､大和21点(35％ )､備前２点(４％ )、不明18点(30％ )である〔上原

1972〕。

最勝寺推定地に比べ、出土数量は約半数であるが、出土比率は約２割とほぼ同比率である。産地

別では、山城産軒瓦は両地域共に数点と少ない。播磨産軒瓦は両地域で出土したが、円勝寺域の方

がやや多い。丹波・讃岐産軒瓦は最勝寺推定地では多いが、円勝寺域では見られない。大和産軒瓦

は両地域で出土したが、最勝寺推定地が多い。備前産軒瓦は最勝寺推定地では多いが、円勝寺域で

は少ない。

以上のように、同じ法勝寺隣接地域でも、調査地によって出土数量・状況は異なる。さらに、軒

瓦瓦当紋様は、共通した型式のものも見られるが、異なるものもある。
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図２　軒丸瓦拓影及び実測図（１：４）
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図３　軒丸瓦拓影及び実測図（１：４）
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図４　軒丸瓦拓影及び実測図（１：４）
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図５　軒丸瓦拓影及び実測図（１：４）
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図６　軒丸瓦拓影及び実測図（１：４）
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図７　軒丸瓦拓影及び実測図（１：４）



－81－

最勝寺推定地出土瓦の再検討

図８　軒丸瓦拓影及び実測図（１：４）
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図９　軒丸瓦拓影及び実測図（１：４）
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図10　軒平瓦拓影及び実測図（１：４）
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図11　軒平瓦拓影及び実測図（１：４）
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図12　軒平瓦拓影及び実測図（１：４）
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図13　軒平瓦拓影及び実測図（１：４）
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図14　軒平瓦拓影及び実測図（１：４）
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図15　軒平瓦拓影及び実測図（１：４）
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表３　軒丸瓦観察表
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表４　軒平瓦観察表
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